
出入口から容易に到達でき、かつ、観覧 しやすい位置に車いす使用者が利用できる観覧スペースを確

保する必要がある。

(1)車 いす使 用車 用

席の設置

(2)車 いす使用 車用

席の構造

(3)車いす使 用車用
席までの通路 の

構造

通路の幅

表面の仕上げ

階段等の制限
傾斜路の構造

(4)聴覚 障がい者へ

の配慮

(D劇 場 ・観覧場 ・映画館等、集会

場 ・公会堂等、運動施設に多数の

者が利用 し、又 は主 に障がい者、
高齢者等が利用する観覧席等を設

ける場合には、そのうち2以 上(観

覧席等の総数が200を 超える場合

は、総数の1/100以 上)を 、車い

す使用者用の区画(車 いす使用者

用席)と すること。ただし、構造

上当該数 とする ことが著 しく困難

で、かつ、車いす使用者が円滑に観

覧できる措置を講ずる場合を除く。

(2)車 いす使用者用席は、次の構造

とすること。

ア 床は水平とすること。

イ 幅は90cm以 上、奥行きは120
cm以上とすること。

(3)観 覧席等のある室の出入口(利

用円滑化経路を構成するもの)か

ら車いす使用者用席までの通路は、

次の構造とすること。

ア 幅は、内のりを140cm以 上と

すること。

イ 表面は、粗面と し、又は滑 り

にくい材料で仕上げること。

ウ 階段又は段を設けないこと。
工 傾斜路を設ける場合は、p86

(「5傾 斜路」)の(D力 及 びキ、

(2)イ及 びウに定めるもの とする
こと。

(4)(Dの 施設に不特定多数の者が利

用する観覧席等を設ける場合には、

補聴装置を1以 上設け、補聴装置が

設け られている旨を見やすい方法

により表示すること。

車いす使用者用席の前面

には、転落防止用の立ち上

がりやス トッパーなどを設

けることが望ましい。

奥行き120cmと は、電動

車いすが収まる寸法である。

幅140cmと は、車いすが

方向転換できる寸法である。

聴覚障がい者が利用できる

赤外線送受信装置、 FM補 聴

器(無 線式)、磁気ループ等

の集団補聴装置を設ける。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望まし整備い 解　　説

14観 覧 席及 び客 席 (以下 「観覧席等」という。)(規則別表21 建築物の表13の 項)



9建 築物

観覧室等の整備
観覧室等の整備例

●90cm以 上

手すり

●120cm以 上 ●140cm以 上

補聴設備

聴覚障がい者用磁気ループの例

磁器ループアンテナを床面に敷設(設置
場所の状況に応じて敷設部分を覆う)し、
そのエリア内において、磁器ループから
発生する電磁波を、聴覚障がい者が装着
している補聴器の誘導コイルで受信させ
ることにより、劇場 ・公会堂などの観覧
席で会場内の騒音に影響されずに必要な
音声だけを聞き取ることができる。

対象エリアに赤外線送出機を設置し、聴
覚障がい者が装着した受信機に信号を受
信させることにより、会場内の騒音に影
響されずに必要な音声だけを直接聞き取
ることができる。専用受信機は、ヘッドホ
ンまたは補聴器と組み合わせて使用する
ことができる。
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手すりの設置

介助者用の座席（可動式）●
1
4
0
ｃ
ｍ
以
上

落下防止用立上り

●平坦な床とする

磁器ループ

●
1
2
0
ｃ
ｍ
以
上

ステージ

赤外線システムの例



15公 衆電話(規 則別表21 建築物の表14の 項)

公衆電話を設置する場合は、車いす使用者等が円滑に利用できるように台の高さ、スペースに配慮す

るとともに、聴覚障がい者のための音量増幅装置付電話機や公衆ファクスを設けるなど、障がい者、高

齢者等の利用に配慮する。

出入口幅の確保

戸の仕様

段差の解消

車いす使用者への配
慮

聴覚障がい者、視覚

障がい者への配慮

その他

公衆電話を設ける場合には、その

うち1以 上を次の構造とする。

ア 出入口を設ける場合には、幅は

内のりを80cm以 上とすること。

イ 出入口に戸を設ける場合は、車

いす使用者が容易に開閉して通過

できる構造とすること。

ウ 出入口を設ける場合には、階段

又は段を設けないこと。
工 電話台は、車いす使用者が円滑

に利用できる高さとし、その下部

に十分な空間を確保すること。

オ 難聴者及び視覚障がい者が円滑
に利用できる電話機を設けること。

金銭投入口等は、点字表

示が望ましい。

つえ使用者などの利用を

考慮し、身体を支える手す
り又は壁面を電話台の両側
に設置することが望まし
い。

内の り80cmは 、車いすが

通過できる寸法である。

車いす使用者が利用する電

話台の高さは下端:60～65
cm程 度 、上端:70cm程 度、

奥行き45cm程 度 とし、下部

には車いすのフットレス トが

入るようにスペースを設け

る。

車いす使用者が硬貨投入口

に手が届き、楽な姿勢で操作

できるように、受話器及び電

話ダイヤル又はプッシュボタ

ンの中心位置の高さを90～
100cm程 度とする。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望まし整備い 解　　説



9建 築物

公衆電話所の整備
電話台の設置例

手すりの設置

電話台等の基本寸法例

45～60cm程 度

電話の仕様例

視覚障害者に配慮して5

の部分に凸が又硬貨やカ
ードの出し入れ口には点

字表示がついている。

 

受話音量調節ダイヤル
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150ｃｍ以上

6
0
～
6
5
ｃ
ｍ
程
度

ダ
イ
ヤ
ル
中
心
線

9
0
～
1
0
0
ｃ
ｍ
程
度

120ｃｍ程度

●
8
0
ｃ
ｍ
以
上

セットボタン

音量調節ダイヤル



16カ ウンター及 び記載台(規 則別表21 建築物の表15の 項)

カウンター、記載台を設置する場合は、車いす使用者等が円滑 に利用できるように高さ、下部の空間

など、障がい者、高齢者等の利用に配慮する。

カウンター等の構造 カウンター及び記載台を設ける場

合は、そのうち1以 上は、車いす使用

者が円滑に利用できる高さとし、そ

の下部に十分な空間を確保する。

立位のカウンターは、身

体の支えとなるように台を

固定する。

下端60～65cm程 度、上端
70cm程 度、奥行き45cm程 度

とし、下部には車いすのフッ

トレス トが入るようにスペー
スを設ける。

車いす使用者が近接できる
ように、受付力ウンター等の

前面に車いす使用者が回転で

きるスペース(直 径150cm

程度)を 確保する。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望まし整備い 解　　説



建築物
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9

カウンター及び記載台の整備例

45～60cm程 度

位置取りのための
回転スペース

60～90cm程 度

45～60cm程 度

60～90cm程 度

9
0
～
1
0
0
ｃ
ｍ
程
度

9
0
～
1
0
0
ｃ
ｍ
程
度

150ｃｍ

6
0
～
6
5
ｃ
ｍ
程
度

6
0
～
6
5
ｃ
ｍ
程
度

6
0
～
6
カ
ウ
ン
タ
ー
の
高
さ

7
0
c
m
程
度

5
ｃ
ｍ
程
度

6
0
～
6
カ
ウ
ン
タ
ー
の
高
さ

7
0
c
m
程
度

5
ｃ
ｍ
程
度

カ
ウ
ン
タ
ー
の高さ

7
0
c
m
程
度



17案 内設備(規 則別表21 建築物の表16の 項)

障がい者や高齢者が目的の場所に到達できるように、特性に応 じた表示 ・誘導を適切に行う。

(1)案内設備の構造

障がい者、高齢者等
への配慮

視覚障がい者への配
慮

案内記号

設置位置

(2)視 覚 障 が い 者 、
聴覚 障が い者へ

の配慮

(1)施 設の案内を行う案内設備を設け
る場合は、次の構造とする。

ア 高さ及び文字の大きさ等表示

内容に配慮 し、障がい者、高齢

者等が円滑 に利用できるものと

すること。

イ 必要に応 じ、点字表示又は音

声案内等、視覚障がい者を案内

する装置を設けること。

ウ 案内用 図記号を使用する場合

は、できる限 り日本工業規格の

標準案内用図記号を使用するこ

と。
工 敷地内の通路に設 ける場合に

は、積雪等に配慮 した高さとす

ること。

(2)利用者に対する呼出 しを行う案内

設備を設ける場合には、音声及び

文字により呼出 しを行うものとす
る。

玄関付近には、見やすい

位置に案内板を設置する。

宿泊施設の主な部屋の出

入口には、廊下の手すり及

び戸の取っ手側壁面の高さ
140cm程 度の位置に、室

名などを点字で表示するこ

とが望ましい。

車いす使用者に配慮し、案

内表示板 の高 さ は100～
150cm程 度とし、車いす使

用者用便房や、車いす使用者

用席の位置等の表示は 「国際
シンボルマーク」(p146参

照)を 併用するとともに、出

入口付近の分かりやすい場所

及び要所に設置する。

弱視者、高齢者等に配慮 し、

大きく太い書体や分かりやす
いデザインとし、地板の色と

のコン トラス トをつけるなど

識別しやすいものとする。

必要に応 じ触知図等を設け
る。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望まし整備い 解　　説



9建 築物

案 内 用 図記 号

◎JISZ8210(2002)案

・情 報 コー ナ ー

・お手洗い

・エ レベ ー ター

・エ スカ レー タ ー

・車いすスロー プ ・乳幼児用設備

電光表示による呼出しカウンターの例 音声付き触知図案内板

床据付型

案内文 触知図

壁据付型

図中心高さ

90～95cm 程度

115

（2002）案内用図記号

スピーカー

60ｃｍ程度

図中心高さ

100ｃｍ程度

(金融機関等)

90ｃｍ程度



18改 札 口及 び レジ通路(規 則別表21 建築物の表17の 項)

車いす使用者が支障なく通過でき、視覚障がい者が円滑に利用できる構造 とする。

幅の確保

段差の解消
床面の仕上げ

視覚障害者誘導用ブ
ロックの敷設

改札口及び レジ通路を設ける場合

には、そのうち1以 上を次の構造 とす

る。

ア 幅は、内の りを90cm以 上とす

ること。

イ 段を設けないこと。

ウ 床面は、粗面とし、又は滑 り

にくい材料で仕上げること。
工 必要 に応 じ、視覚障害者誘導

用ブロックを敷設すること。

内の り90cmと は、車いす
が通過 しやすい寸法である。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説



9建 築物

改札口等の整備
自動改札の例

●90cm以 上

有人改札

拡幅改札口
の有効幅
●90cm以 上

自動改札機

有人改札

拡幅改札口
の有効幅 ●
90cm以 上

自動改札機

●90cm以 上

117

有人改札の例



(規則別表21建 築物の表18の 項)

車いす使用者や視覚障がい者等が円滑に利用できる構造とする。

(1)券売機等の構造

設置場所

車いす使用者への配
慮

券売機等の操作

(D券 売機等を設ける場合には、その

うち1以 上を次の構造とする。
ア 障がい者、高齢者等が利用 し

やすい位置に設けること。

イ 車いす使用者が円滑 に利用で

きる高さと し、その下部に十分

な空間を確保すること。

ウ 操作ボタン、金銭投入口、金

銭取出口等 は、障がい者、高齢

者等が円滑 に利用できる構造と
すること。

(2)視覚 障が い者へ
の配慮

(2)視覚障がい者が円滑に利用できる

措置を講 じた券売機等を設 ける場

合 には、視覚障害者誘導用 ブロッ

クを敷設すること。

金 銭 投 入 口 は 、 高 さ

100～120cm程 度とする。

視覚障がい者が利用しや
すいように金銭投入口、運

賃ボタン等を点字で表示
し、音声案内装置を併設す

ると望ましい。

料金等を点字表示する。

現金自動預入 ・支払機等
の操作部は、視覚障がい者

の利用に配慮 し、タッチ式

以外のものが望ましい。

点字表示された機種は改札
口にできるだけ近い位置に設

け、他の利用者との導線が交

差しないようにする。

車いす使用者が利用する金

銭投入口、運賃ボタン、キッ
プ出入口等の高さは130cm

以下とし、車いすが接近 しや

すいようにカウンター下部に
スペースを設ける。

視覚障害者誘導用ブロック
と券売機力ウンターの間隔は

30cm程 度とする。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目

整備項目 整備基準 望ま整備しい 解　　説

19券売機、自動販売機及び現金自動預入 ・支払機(以下「券売機等」という。)



9建 築物

券売機の参考例

券売機の設置例

インターフォン、呼び出

しボタンは利用 しやすい

位置に設置

点字表示

 

音声案内

点字運賃表

金銭投入口

高さ110cm程 度

・65cm程 度

30～40cm

券売機 券売機への誘導

30cm程 度 力ウンター

視覚障害者誘導用ブロック

点字表示がなされている券売機の例
(地下鉄宮の沢駅)
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券売機

65cm程    度



乳20授乳及びおむつ替えの場所（規則別表21 建築物の表19の項) 幼
児連れの利用が多い施設には、授乳及びおむつ替えの場所の設置が望まれる。

必要に応 じて円滑に授乳及びおむ
つ替えができる場所を設けること。

この場合 には、乳児用ベ ッド等を設

ける とともに、その旨を見やすい方

法により表示する。

おむつ替えの場所は、男

女ともに利用できる場所に

設置することが望ましい。

「必要に応 じ」とは、乳児

連れの利用 が多い施設をい

う。

授乳及びおむつ替えの場所

には、廊下等からの視線の遮
へいが必要である。

「乳児用ベッ ド等」 とは、

乳児用ベ ッド、いすのほか、

手洗い、荷物棚、湯沸器、流

し台である。
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整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説



9建 築物

授乳及びおむつ替え場所の整備

授乳場所の整備例

授乳場所

目か くし

廊下のつきあたりなど施設の状況に応じて

設置場所を検討する

授乳室の整備例

壁取付タイプ

(1ヶ 月～2歳 まで)

移動ベ ッ ド
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ベビーベッド

授乳スペース

手洗い

ベビーベッド

可動式いす

湯沸スペース

56.3ｃｍ

75ｃｍ

85ｃｍ
　程度

可動式のいす

授 乳 室設 備 の配置 例

70cm

1
2
6
.
5
c
m

7
0
c
m

壁 ・床取付タイプ 
(1.5ヶ 月～2歳 半まで)

70cm
程度

7
0
c
m
程
度



21緊 急避難施設

避難にかかわる設備については、機能や構造の面で配慮するとともに、避難経路は明確で最短の経路

とすることが重要である。

緊急避難施設の構造

非常警報装置

その他

宿泊施設(床 面積の合計が3,000 ㎡

未 満の ものを除 く。)並 びに老人ホ

ーム ・保育所等及び老人福祉センタ

ー ・身体障害者福祉ホーム等 に設け

る緊急避難施設は、次の構造とする。

ア 非 常警報装置は、光、文字、

音声等の設備を併設 し、火災報

知と連動 したものとすること。

イ ー斉放送できる設備を設ける

こと。

非 常口には段を設 けな

い。
・ 防火扉は開閉が容易なも

のとする。

避難路には点滅誘導灯と

誘導音響装置が一体となっ

た誘導灯を設置することが

望ましい。

非常時における避難、誘

導案内などの説明は、視覚

障がい者に配慮して点字や

音声などによる案内を備え
つけることが望ま しい。

事態の状況を文字により
知らせる文字表示装置を設
置する。
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ましい整備 解　　説



9建 築物

緊急避難施設の整備
誘導音装置付誘導灯の例

誘導音 スピーカー

点滅装置

既設誘導灯に追加取付する方法

点滅装置

 

 

非常口、廊下等及び階段の必要な箇所には、
非常時を知らせる点滅灯又は点滅灯と連動
した電光表示板を設ける

非常口とするものについては
段を設けないこと

非常口

123

（本例は点滅型の機能も有している）

誘導音スピーカー

非常 口 の 例



22水 飲 み場(規 則別表21 建築物の表21の 項)

障がい者や高齢者等が円滑に接近 し利用できるように、設置位置や構造に配慮する。

21水 飲み場

設置の位置

車いす使用者への配
慮

水栓器具

床面の仕上げ

水飲み場を設ける場合 には、その

うち1以 上を次の構造とする。

ア 障がい者、高齢者等が利用 し

やすい位置に設けること。

イ 車いす使用者が円滑 に利用で
きる高さと し、その下部に十分

な空間を確保すること。

ウ 障がい者、高齢者等が容易に

操作できる水栓器具を設けるこ
と。

工 床面は、粗面 とし、又はぬれ

ても滑 りにくい材料で仕上げる

こと。

右からでも左からでも接

近 しやすいことが望 ま し
い。

高さ65cm程 度、奥行き
45～60cm程 度のスペース

を設ける。

他の利用者との動線が交差
しないようにする。
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整備項目 整備基準 解　　説望ましい整備
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水飲み場の整備例

水飲み器の例

45cm程 度

 

90cm程 度

45cm程 度

コップ等の位置

設
置
台
高
さ

6
5
c
m
程
度

7
0
～
8
0
c
m
程
度

1
2
0
c
m
程
度

8
5
～
9
0
c
m
程
度

7
0
～
8
0
c
m
程
度

6
5
c
m
程
度



視覚障がい者が容易に確認でき、安全かつ確実に到達できるように、連続 して誘導を行う。

視覚障害者誘導用ブ
ロックの構造

視覚障害者誘導用ブロックを敷設

する場合には、次の構造とする。
ア 原則 として日本工業規格 に定

める形状とすること。

イ 色は、原則 と して黄色 とし、

周囲の部分との明度の差を大き
くする等、容易に識別できるも

のとすること。

ウ 材質 は、十分な強度を有 し、

ぬれても滑 りにくく、耐久性 に

優れ、退色又 は輝度の低下が少
ない素材とすること。

工 安全に配慮 して、できる限り

直線的に、かつ、連続的 に敷設

すること。

オ 壁面又は床 に突出物がある場

合 には、突出物から適切な距離

を確保 して敷設すること。

日本工業規格の概要は次の
とおり。

線状突起 … 移動方向
を示すための突起。突起形

状は棒状であり、その長手

方向が移動方向を示す。

点状突起 … 注意を喚

起する位置を示すための突

起。突起形状は点状である。
八一フ ドーム型 … 点

状及び線状の突起の表面が

平面になっていること。

黄色を原則とするのは、弱

視者が識別 しやすく、また、

他の歩行者にも識別 しやすい
ことによる。

◎JIS(T9251)に 51） による視覚障害者誘導用ブロックの形状

●線状 ブロック(誘 導) ●点状 ブロ ック(警 告 ・注意 ・喚起)

30cm
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Ⅱ 整備基準と解説

整備項目 整備基準 望ま整備しい 解　　説

23視 覚障害者誘導用ブロック (規則別表21 建築物の表22の 項)

30cm

3
0
c
m

3
0
c
m

0.5cm程度
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視覚障害者誘導用ブロックの標準的敷設例

T字形

線状ブロック

十字形

L字形

 

  
  

クランク
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線状ブロック

点状ブロック
点状ブロック




